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中
川
俊
男
会
長
は
７
月
２

日
、
今
村
聡
・
松
原
謙
二
・

猪
口
雄
二
各
副
会
長
と
共
に

官
邸
を
訪
れ
、
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
に
第
20
代
日
医

会
長
に
就
任
し
た
こ
と
を
報

告
。
安
倍
総
理
か
ら
は
祝
意

が
伝
え
ら
れ
た
。

会
談
の
中
で
中
川
会
長

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
、

診
療
所
・
病
院
の
別
を
問
わ

ず
、
医
療
機
関
の
経
営
が
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
説
明
。
更
な
る
国
の
支

援
を
求
め
る
と
と
も
に
、
国

民
に
安
心
し
て
頂
け
る
よ
う
、

国
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

の
更
な
る
強
化
と
ワ
ク
チ
ン

開
発
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
と
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
安
倍
総
理

中川会長

安倍総理、菅官房長官らと相次いで会談

は
、
「
国
民
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
医
療
機
関

を
守
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
常
々
申
し
上

げ
て
い
る
。
ど
う
対
応
し
て

い
く
か
、
自
民
・
公
明
両
党

の
皆
さ
ん
と
も
相
談
し
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

ま
た
、
中
川
会
長
は
、
日

本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
死
者
数
が
世
界
各

国
に
比
べ
て
低
く
抑
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
「
他

の
先
進
諸
国
と
比
べ
て
、
日

本
の
病
床
数
の
多
さ
や
平
均

在
院
日
数
が
長
い
こ
と
が
こ

れ
ま
で
批
判
さ
れ
て
き
た

が
、
こ
の
平
時
の
病
床
数
に

余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
死

者
数
を
低
く
抑
え
ら
れ
た
大

き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
。

安
倍
総
理
も
一
定
の
理
解
を

示
し
た
。

そ
の
他
、
会
談
で
は
、
当

日
、
東
京
都
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
新
規
感

染
者
が
１
０
７
人
確
認
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
も
話
題
と

な
っ
た
。
中
川
会
長
は
、「
１

０
０
人
を
超
え
た
と
い
う
こ

と
で
非
常
に
心
配
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
い
わ
ゆ
る
〝
夜

の
街
〟
対
策
の
更
な
る
強
化

を
要
求
。
安
倍
総
理
は
、「
今

後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
接

待
を
伴
う
場
所
や
カ
ラ
オ
ケ

店
な
ど
に
限
っ
て
営
業
の
自

粛
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
」
と
の
認
識
を

示
す
と
と
も
に
、
日
医
に
対

し
て
、
引
き
続
き
の
支
援
を

求
め
た
。

中
川
会
長
ら
は
、
ま
た
、

当
日
、
安
倍
総
理
と
の
会
談

の
前
に
菅
義
偉
内
閣
官
房
長

官
と
も
会
談
。
中
川
会
長
が

就
任
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た

上
で
、
改
め
て
医
療
機
関
へ

の
更
な
る
支
援
を
求
め
た
の

に
対
し
て
、
菅
官
房
長
官
は

「
今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
応
じ
た
。

ま
た
、
国
と
日
医
が
今
後

も
協
力
し
て
、
感
染
症
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

な
お
、
中
川
会
長
ら
は
同

日
、
西
村
康
稔
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
に
、
３
日
に
は
加

藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
、
萩

生
田
光
一
文
部
科
学
大
臣
に

そ
れ
ぞ
れ
就
任
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。

中
川
会
長
は
、
（
１
）
の

豪
雨
災
害
に
つ
い
て
、
熊

本
・
鹿
児
島
を
始
め
、
福
岡
・

大
分
・
岐
阜
等
の
関
係
医
師

会
と
も
情
報
共
有
を
し
て
き

た
こ
と
や
、
日
本
医
師
会
災

害
医
療
チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

に
よ
る
被
災
地
の
医
療
支
援

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
説

明
（
関
連
３
面
）。
中
国
地

方
も
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
触
れ
、
「
今
後
も

豪
雨
が
続
く
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
警
戒
を
緩
め

な
い
よ
う
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
被
災
地
の
一
刻
も

早
い
復
旧
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
日
医
も
引
き
続
き

支
援
を
続
け
て
い
く
」
と
強

調
し
た
。

（
２
）
の
乳
腺
外
科
医
の

控
訴
審
判
決
に
つ
い
て
は
、

東
京
高
裁
が
一
審
の
無
罪
判

決
を
破
棄
し
、
懲
役
２
年
の

実
刑
判
決
を
言
い
渡
し
た
こ

と
に
、
「
体
が
震
え
る
ほ
ど

の
怒
り
を
覚
え
た
。
日
医
は
、

こ
の
控
訴
審
判
決
が
極
め
て

遺
憾
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

申
し
上
げ
る
」
と
述
べ
、
今

後
も
全
力
で
支
援
し
て
い
く

姿
勢
を
示
し
た
。

（
３
）
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
し

て
は
、
首
都
圏
を
中
心
に
新

規
感
染
者
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
医
と

し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
再
強
化
宣

言
」
を
宣
言
。
国
民
に
対
し
、

感
染
対
策
の
原
点
に
立
ち
戻

り
、
「
３
つ
の
密
」
（
密
閉
空

間
、
密
集
場
所
、
密
接
場
面
）

を
避
け
る
こ
と
を
改
め
て
要

請
し
た
。

ま
た
、
政
府
が
流
行
収
束

を
前
提
と
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
た
官
民
一
体
型
の

消
費
喚
起
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

一
部
前
倒
し
し
て
実
施
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
「
県
境
を
越
え

た
移
動
が
発
生
す
る
た

め
、
全
国
の
会
員
の
先

生
か
ら
心
配
と
懸
念
の

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
感
染
症
の
流
行

収
束
を
前
提
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
極
め
て
慎

重
に
対
応
し
な
く
て
は

い
け
な
い
」
と
指
摘
。

各
業
界
に
感
染
拡
大

防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

遵
守
を
求
め
た
他
、
日

医
と
し
て
も
厚
生
労
働

省
等
と
調
整
し
て
い
る

「
医
療
機
関
等
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
に
準
拠
し

た
医
療
機
関
に
掲
げ
る

「
み
ん
な
で
安
心
マ
ー
ク
」

を
準
備
中
で
あ
る
と
し
た

（
関
連
２
面
）。

（
４
）
の
「
骨
太
の
方
針

２
０
２
０
」
に
関
し
て
は
、

10
日
に
公
表
し
た
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
を
踏
ま
え
、
改
め
て
、

①
薬
価
調
査
・
薬
価
改
定
②

医
療
機
関
経
営
③
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療

─
の
主
に
３
点
で

懸
念
が
あ
る
（
関
連
６
面
）

と
し
、
特
に
薬
価
調
査
・
薬

価
改
定
に
つ
い
て
、
「
中
医

協
に
お
い
て
も
、
薬
価
調
査

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
下
で
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
の
が
現
場
の
一

致
し
た
意
見
で
あ
り
、
技
術

的
に
不
可
能
。
そ
の
よ
う
な

状
況
で
の
調
査
結
果
を
公
的

な
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
す
れ

ば
、
現
場
と
の
齟そ

ご齬
が
生
じ

る
懸
念
が
あ
る
」
と
し
た
。

更
に
、
医
療
機
関
経
営
に

つ
い
て
、
「
骨
太
の
方
針
２

０
２
０
」
の
原
案
に
「
患
者

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
医

療
機
関
の
経
営
状
況
等
も
把

握
し
、
必
要
な
対
応
を
検
討

し
、
実
施
す
る
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
医
療
機
関
経
営
へ
の

影
響
は
深
刻
で
、
来
年
度
の

予
算
編
成
を
待
て
る
状
況
で

は
な
い
」
と
強
調
。
国
に
対

し
て
、
速
や
か
な
実
態
把
握

と
追
加
支
援
を
要
請
し
て
い

く
意
向
を
示
し
た
。

記
者
と
の
質
疑
応
答
の
中

で
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
再
強
化
宣

言
」
が
「
緊
急
事
態
宣
言
」

の
発
令
を
求
め
る
も
の
か
と

の
問
い
に
は
、
「
宣
言
の
発

令
は
政
府
が
決
め
る
こ
と
で

あ
り
、
日
医
と
し
て
出
す
べ

き
だ
と
は
、
現
時
点
で
は
申

し
上
げ
な
い
」
と
回
答
。

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
よ

う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
し
て
い
な
い

状
況
で
前
倒
し
し
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
で
地
方
へ
の
感
染

拡
大
を
招
く
の
で
は
な
い
か

と
の
懸
念
を
改
め
て
示
し
た
。

　中川俊男会長は、7月15日の定例記者会見で、昨今のトピ
ックスとして、（1）令和2年7月豪雨災害、（2）乳腺外科医控
訴審判決、（3）新型コロナウイルス感染症対策、（4）骨太の方
針2020─の4点を挙げ、それぞれに対する見解を述べた。
　特に（3）については、首都圏を中心に新規感染者数が増加
していることを踏まえ、日医として「新型コロナウイルス感
染症対策再強化宣言」を宣言した。

中川会長
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

                    

対
策
再
強
化
宣
言
」を
宣
言
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

 

病
院
経
営
へ
の
影
響

  

─
医
師
会
病
院
の
場
合
─

（
確
定
版
）を
公
表

7
月
8
・
15
日

査
結
果
（
２
０
１
９
年
４
月

１
日
現
在
）」
を
基
に
、
統

廃
合
や
入
院
を
中
止
し
た
２

病
院
を
除
い
た
72
病
院
に
対

し
て
、
日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
調
査
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
メ
ー
ル
で
回
答
す
る

方
式
に
て
実
施
。
調
査
期
間

は
６
月
５
日
か
ら
７
月
３

日
、
回
答
数
は
58
病
院
、
回

答
率
は
80
・
６
％
。

そ
の
う
ち
、
同
感
染
症
入

院
患
者
数
「
あ
り
」
は
14
病

院
（
24
・
１
％
）、
同
感
染

症
患
者
の
た
め
の
病
床
数

「
あ
り
」
は
28
病
院
（
48
・

３
％
）
で
あ
り
、
半
数
近
く

の
病
院
が
病
床
を
確
保
し
て

い
た
。

「
総
件
数
・
総
日
数
・
総

松
本
吉
郎
常
任
理
事
は
、

６
月
24
日
に
速
報
値
を
報
告

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
が
医
師
会
病

院
の
経
営
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
、
数
値

等
が
確
定
し
た
た
め
、
改
め

て
そ
の
内
容
を
報
告
し
、
国

に
対
し
て
更
な
る
支
援
を
求

め
た
。

調
査
結
果
の
主
な
内
容

は
、
以
下
の
通
り
。

日
医
に
よ
る
「
医
師
会
共

同
利
用
施
設
設
立
状
況
等
調

点
数
」
に
つ
い
て
は
、
入
院
、

入
院
外
と
も
に
、
３
月
、
４

月
、
５
月
と
月
を
追
う
ご
と

に
対
前
年
比
の
マ
イ
ナ
ス
幅

が
拡
大
し
て
お
り
、
２
０
２

０
年
３
～
５
月
通
期
（
以
下

「
通
期
」）
で
の
対
前
年
同
期

比
は
総
件
数
マ
イ
ナ
ス
17
・

２
％
、
総
実
日
数
マ
イ
ナ
ス

13
・
６
％
、
総
点
数
マ
イ
ナ

ス
８
・
９
％
と
な
っ
た
。

入
院
で
は
、
通
期
で
総
件

数
が
マ
イ
ナ
ス
13
・
９
％
と

な
り
、
入
院
外
で
は
、
通
期

の
総
件
数
が
マ
イ
ナ
ス
17
・

７
％
、
総
実
日
数
が
マ
イ
ナ

ス
17
・
９
％
と
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。

ま
た
、
同
感
染
症
入
院
患

者
の
有
無
に
よ
る
比
較
で

は
、
「
あ
り
」
の
病
院
の
方

が
総
件
数
、
総
実
日
数
、
総

点
数
の
落
ち
込
み
が
大
き

く
、
通
期
で
、
入
院
総
件
数

の
対
前
年
同
期
比
は
マ
イ
ナ

ス
16
・
６
％
で
あ
っ
た
。

入
院
外
で
は
、
通
期
で
、

同
感
染
症
入
院
患
者
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
総
件
数
、

総
実
日
数
が
前
年
に
比
べ
て

２
割
近
く
減
少
し
た
。

「
初
診
料
、
再
診
料
、
電

話
等
再
診
」
に
つ
い
て
は
、

通
期
の
対
前
年
同
期
比
が
、

初
診
料
で
マ
イ
ナ
ス
36
・

５
％
、
再
診
料
ま
た
は
外
来

診
療
料
で
マ
イ
ナ
ス
23
・

８
％
で
あ
り
、
初
診
料
算
定

回
数
が
最
も
減
少
し
た
２
０

２
０
年
５
月
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
病
院
で
初
診
料
算
定
回

数
が
減
少
し
て
お
り
、か
つ
、

初
診
料
算
定
回
数
が
20
％
以

上
減
少
し
た
の
は
、
同
感
染

症
入
院
患
者
「
あ
り
」
の
病

院
の
全
て
、
地
域
医
療
支
援

病
院
の
約
９
割
で
あ
っ
た

他
、
２
０
２
０
年
３
～
５
月

の
間
に
、
電
話
等
再
診
を
行

っ

た

病

院

は

77
・

今
村
聡
副
会
長
は
、
７
月

13
日
に
東
京
高
等
裁
判
所

が
、
一
審
で
無
罪
判
決
を
受

け
た
医
師
に
対
し
、
無
罪
判

決
を
破
棄
し
、
懲
役
２
年
の

実
刑
判
決
を
言
い
渡
し
た
控

訴
審
判
決
に
つ
い
て
、
日
医

の
見
解
を
説
明
し
た
。

同
副
会
長
は
ま
ず
、
平
成

31
年
２
月
20
日
の
一
審
の
無

罪
判
決
が
出
さ
れ
た
当
日
に

記
者
会
見
を
行
い
、
判
決
は

妥
当
で
あ
り
、
検
察
は
控
訴

を
控
え
る
べ
き
と
主
張
し
た

こ
と
な
ど
、
本
件
に
関
す
る

経
緯
を
説
明
。

今
回
の
控
訴
審
判
決
に
つ

い
て
は
、
（
１
）
報
道
等
に

よ
れ
ば
、
控
訴
審
判
決
で
は
、

せ
ん
妄
の
診
断
基
準
に
つ
い

て
、
学
術
的
に
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
得
ら
れ
た
Ｄ
Ｓ
Ｍ
─
５

（
米
国
精
神
医
学
会
の
精
神

疾
患
の
診
断
・
統
計
マ
ニ
ュ

ア
ル
第
５
版
）
に
当
て
は
め

ず
に
、
独
自
の
基
準
で
せ
ん

妄
や
幻
覚
の
可
能
性
を
否
定

し
た
医
師
の
見
解
を
採
用
し

て
い
る
、
（
２
）
全
身
麻
酔

■■■■■■■■

乳
腺
外
科
医
控
訴
審
判
決
に

 

関
す
る
日
医
の
見
解
を
説
明

か
ら
の
回
復
過
程
で
生
じ
る

せ
ん
妄
や
幻
覚
は
、
患
者
に

と
っ
て
は
リ
ア
ル
な
実
体
験

で
あ
り
、
現
実
と
幻
覚
と
の

区
別
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
面

は
全
国
の
医
療
機
関
で
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
、
も
し
、

そ
れ
が
起
こ
っ
た
場
合
に

は
、
医
師
や
看
護
師
が
献
身

的
に
ケ
ア
に
当
た
っ
て
い
る

の
が
実
際
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
理
解

さ
れ
て
い
な
い
、
（
３
）
科

学
捜
査
研
究
所
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
等
で
は
、
①
デ
ー
タ
を
鉛

筆
で
書
き
、
消
し
ゴ
ム
で
消

す
②
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
抽
出
液
を
廃

棄
す
る
③
検
量
線
等
の
検
査

デ
ー
タ
を
廃
棄
す
る
な
ど
、

通
常
の
検
査
で
は
考
え
ら
れ

な
い
方
法
が
と
ら
れ
る
な

ど
、
一
審
の
無
罪
判
決
の
記

者
会
見
時
で
も
述
べ
た
通

り
、
再
現
性
の
乏
し
い
杜ず

さ

ん撰

な
検
査
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
検
査
の
信
用
性
を
肯

定
し
て
い
る

─
こ
と
な
ど

の
問
題
点
を
挙
げ
、
「
も
し
、

こ
の
よ
う
な
判
決
が
確
定
す

れ
ば
、
全
身
麻
酔
下
で
の
手

術
を
安
心
し
て
実
施
す
る
の

が
困
難
と
な
り
、
医
療
機
関

の
運
営
、
勤
務
医
の
就
労
環

境
、
患
者
の
健
康
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
」

と
し
た
。

そ
の
上
で
同
副
会
長
は
、

「
医
師
を
代
表
す
る
団
体
と

し
て
、
控
訴
審
の
有
罪
判
決

に
強
く
抗
議
す
る
」
と
述
べ

る
と
と
も
に
、
日
医
と
し
て

今
後
も
支
援
を
続
け
て
い
く

考
え
を
示
し
た
。

釜

敏
常
任
理
事
は
、
日

医
で
検
討
し
て
い
る
「
み
ん

な
で
安
心
マ
ー
ク
」
の
概
要

や
、
今
後
の
検
査
体
制
に
対

■■■■■■■■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

昨
今
の
状
況
に
つ
い
て

す
る
考
え
に
つ
い
て
説
明
し

た
。同

常
任
理
事
は
ま
ず
、
直

近
で
首
都
圏
を
中
心
に
新
規

感
染
者
数
が
増
加
し
て
い
る

現
状
に
つ
い
て
、
詳
細
な
分

析
が
必
要
で
あ
る
が
、
市
中

で
は
一
定
の
感
染
拡
大
傾
向

が
見
ら
れ
る
と
し
て
、
注
意

を
促
し
た
。

ま
た
、
14
日
に
開
催
さ
れ

た
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
で
の
検

討
内
容
に
つ
い
て
も
触
れ
、

東
京
都
に
お
け
る
発
症
日
別

エ
ピ
カ
ー
ブ
（
流
行
曲
線
）

を
分
析
し
た
結
果
、
判
断
が

十
分
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
あ

る
が
、
現
時
点
で
は
今
後
、

爆
発
的
な
感
染
拡
大
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
な
く
、
７
月

初
旬
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
は
感

染
者
数
が
横
ば
い
か
減
少
し

て
い
る
段
階
に
あ
る
と
の
見

通
し
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
う
医
療
機
関

の
現
状
に
つ
い
て
は
、
「
こ

れ
ま
で
以
上
に
感
染
防
止
対

策
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
多
く
の
方
の

生
活
様
式
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
心
身
の
不
調
を
来

す
方
な
ど
受
診
を
必
要
と
す

る
方
が
、
感
染
リ
ス
ク
を
恐

れ
て
医
療
機
関
へ
の
受
診
を

控
え
た
り
、
先
延
ば
し
す
る

と
い
っ
た
状
況
に
あ
る
」
と

指
摘
。
ま
た
、
予
防
接
種
や

健
康
診
断
の
た
め
の
来
院
を

控
え
て
い
る
方
も
少
な
く
な

い
現
状
に
鑑
み
、
日
医
と
し

て
、
安
心
し
て
医
療
機
関
に

来
院
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
て
い
る
医
療
機
関
に
対
し

て
同
マ
ー
ク
を
発
行
す
る
た

め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と

し
た
。

今
後
、
同
マ
ー
ク
は
、
日

医
会
員
に
限
ら
ず
全
て
の
医

療
機
関
を
対
象
と
し
て
、
日

医
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
各
医

療
機
関
が
感
染
防
止
対
策
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
全
て
の

項
目
を
実
践
し
て
い
る
と
回

答
し
た
場
合
に
発
行
す
る
と

し
た
他
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

は
同
マ
ー
ク
と
共
に
医
療
機

関
に
掲
示
す
る
こ
と
を
条
件

と
し
、
そ
の
内
容
に
関
し
て

は
現
在
、
厚
労
省
や
日
本
歯

科
医
師
会
、
日
本
薬
剤
医
師

会
と
調
整
中
で
あ
る
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
検
査
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
定
量
検

査
、
抗
原
定
性
迅
速
検
査
に

よ
り
多
く
の
医
療
機
関
で
取

り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

日
医
と
し
て
も
要
請
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
検
査

の
実
施
に
当
た
り
必
要
と
さ

れ
る
都
道
府
県
と
の
契
約
の

締
結
が
う
ま
く
進
捗
し
て
い

な
い
た
め
に
検
査
が
滞
っ
て

い
る
現
状
を
憂ゆ

う
り
ょ慮

。
そ
の
解

決
策
と
し
て
、
「
検
査
キ
ッ

ト
の
供
給
量
が
十
分
で
あ

り
、
30
分
以
内
に
検
査
結
果

が
判
定
で
き
る
と
い
う
利
点

か
ら
も
、
自
己
負
担
は
発
生

す
る
も
の
の
、
通
常
の
保
険

診
療
で
抗
原
定
性
迅
速
検
査

を
幅
広
く
行
え
る
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
国

に
対
し
て
も
そ
の
実
施
を
強

く
求
め
て
い
く
考
え
を
示
し

た
。

電子書籍アプリ「日医Lib」好評配信中！
ニ チ イ リ ブ

─『日医雑誌』特別号の最新刊もフルカラーで読めます─

　電子書籍配信サービス「日医Lib（日本医師
会e-Library）」で読むことができる電子書籍
が500冊を超えました。
　今後もコンテンツの充実に努めていきます
ので、ぜひ、ご活用下さい。配信

コンテンツ
拡大中！ 検索詳しくは 日医Lib

※
首
都
圏
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を

受
け
、
15
日
よ
り
発
言
者
は
マ

ス
ク
着
用
と
な
り
ま
し
た
。

←
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令
和
２
年
度
７
月
豪
雨
災
害
で

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣

し
た
地
域
に
発
生
し
た
豪
雨

災
害
へ
の
対
応
と
し
て
、
日

本
医
師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム

（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
を
派
遣
す
る

こ
と
を
決
め
る
と
と
も
に
、

会
内
の
救
急
災
害
医
療
対
策

委
員
会
が
取
り
ま
と
め
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
時
代
の
避
難
所
マ
ニ
ュ

４
％
、
行
わ
な
か
っ
た

病
院
は
22
・
６
％
で
あ
っ

た
。「

損
益
の
状
況
」
に
つ
い

て
は
、
通
期
で
、
医
業
・
介

護
収
入
の
対
前
年
同
期
比

は
、
全
体
で
マ
イ
ナ
ス
10
・

１
％
、
同
感
染
症
入
院
患
者

「
あ
り
」
の
病
院
で
マ
イ
ナ

ス
11
・
３
％
で
あ
っ
た
。
医

業
収
入
の
内
訳
別
で
は
、
入

院
診
療
収
入
の
寄
与
が
大
き

い
が
、
療
養
病
床
60
％
以
上

の
病
院
以
外
で
は
、
外
来
診

療
収
益
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

も
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
２
０

２
０
年
５
月
の
医
業
収
入
対

前
年
同
月
比
は
ほ
と
ん
ど
の

病
院
で
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、

約
６
割
の
病
院
で
は
10
％
減

少
し
て
い
る
。
医
業
利
益
率

は
医
業
収
入
の
減
少
が
影
響

し
て
、
全
体
で
２
０
１
９
年

３
～
５
月
の
マ
イ
ナ
ス
１
・

３
％
か
ら
、
２
０
２
０
年
の

同
期
は
マ
イ
ナ
ス
12
・
０
％

と
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
。同

感
染
症
入
院
患
者
「
あ

り
」
の
病
院
の
医
業
収
入
は

２
０
２
０
年
５
月
に
は
対
前

年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
19
・

２
％
と
な
り
、
医
業
利
益
率

は
２
０
１
９
年
３
～
５
月
の

マ
イ
ナ
ス
６
・
４
％
か
ら
、

２
０
２
０
年
３
～
５
月
に
は

マ
イ
ナ
ス

21
・
５
％
と
、

15
・
０
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、

入
院
患
者
「
な
し
」
の
病
院

も
黒
字
か
ら
赤
字
に
転
落
。

医
業
利
益
率
の
悪
化
は
、
医

業
収
入
の
減
少
に
伴
い
、
固

定
費
で
あ
る
給
与
費
率
が
上

昇
し
た
た
め
で
あ
る
と
し
た
。

１
施
設
当
た
り
医
業
利
益

は
、
同
感
染
症
入
院
患
者
「
あ

り
」
の
病
院
で
対
前
年
同
期

比
６
１
０
０
万
円
悪
化
。
救

急
・
周
産
期
・
小
児
医
療
機

関
で
院
内
感
染
防
止
策
を
講

じ
、
入
院
患
者
を
受
け
入
れ

た
場
合
に
は
最
大
で
５
０
０

０
万
円
が
支
給
さ
れ
る
が
、

一
月
分
の
悪
化
分
も
カ
バ
ー

ア
ル
」
を
都
道
府
県
医
師
会

に
送
付
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。同

常
任
理
事
は
、
ま
ず
、

「
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、

日
医
で
は
、
４
日
に
気
象
庁

が
熊
本
県
と
鹿
児
島
県
に
大

雨
特
別
警
報
を
発
表
し
て
以

来
、
両
県
医
師
会
等
と
緊
密

に
連
絡
を
取
り
、
被
害
状
況

を
確
認
し
て
き
た
こ
と
を
説

明
。熊

本
県
医
師
会
が
、
５
日

に
県
南
地
域
に
現
地
視
察
を

行
い
、
７
日
に
は
状
況
を
把

握
・
評
価
す
る
た
め
「
先
遣

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
を
人
吉
市
に
派

遣
し
た
結
果
、
医
療
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た

た
め
、
９
日
以
降
、
熊
本
県

医
師
会
よ
り
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
派

遣
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と

を
報
告
し
、
今
後
、
被
災
地

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
チ
ー

ム
数
や
派
遣
先
を
調
整
し
て

い
く
と
し
た
。

な
お
、
当
面
は
被
災
地
の

県
医
師
会
が
編
成
す
る
「
被

災
地
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
で
対
応
が

可
能
で
あ
る
と
し
、
現
時
点

で
は
日
医
と
し
て
、
県
外
か

ら
の
「
支
援
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
の

派
遣
を
要
請
す
る
事
態
に
は

至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
状

況
に
応
じ
て
支
援
を
強
化
し

て
い
く
と
の
認
識
を
示
し

た
。長

島
常
任
理
事
は
、
「
今

回
の
災
害
は
わ
が
国
に
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
が
拡
大
し
て
か

ら
初
の
災
害
対
応
と
な
る

が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
豪
雨
災

害
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
あ
り
、
今
後
も
豪
雨
災
害

が
予
測
さ
れ
た
段
階
か
ら
、

各
都
道
府
県
医
師
会
と
密
な

連
携
を
取
り
、
迅
速
な
対
応

が
と
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
」
と
強
調
し
た
。

長
島
公
之
常
任
理
事
は
７

月
３
日
か
ら
続
い
た
大
雨
に

よ
り
、
九
州
地
方
を
始
め
と

で
き
ず
、
こ
の
他
の
支
援
や

入
院
患
者
自
体
に
は
診
療
報

酬
の
上
乗
せ
も
あ
る
も
の

の
、
継
続
し
た
支
援
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

日本国内におけるキャッシュレス決済について、政府は普及促進を進めており、
昨年6月に閣議決定された「成長戦略フォローアップ」において、2025年までに
キャッシュレス決済の利用率を40パーセント程度にまで引き上げることを目標
としています。
医療の分野においては、医療機関を受診する患者にとって、突然受診する必要

がある場合や、現金の手持ちがない場合でも受診できるなど、キャッシュレス決
済に対する希望は高いものがあります。しかし、実際には普及が進んでいません。
その原因としては、カード会社を中心とする加盟店手数料や、利用開始までの
煩
は ん ざ つ

雑な手続き、キャッシュレス決済機器の導入、操作方法の修得などの負担が大
きい点などがあり、特に最大の課題は、医療機関による手数料の負担です。
そのため、日医は、「一般社団法人キャッシュレス推進協議会」の場で、一貫

して、医療機関の手数料負担を軽減すべきであると主張するとともに、経済産業
省と厚生労働省に対し、医療機関の負担がない方向で手数料について協力して検
討するよう要請して参りました。
現実的な対策として、医療機関における手数料を軽減するためには、多くの医

療機関がまとまり、キャッシュレス決済事業者と一括で取り扱うことが有効とさ
れています。その効果や課題を検証するため、日本医師会ORCA管理機構は、
今年度、全国47都道府県において、一括取り扱いのキャッシュレスサービスの
パイロットスタディを実施することになりました。
パイロットスタディでは、端末費用、導入費用及び月額の利用料を無料とし、

決済手数料は2.46％（税別）に設定しています。当面は、VisaとMastercardの
クレジットカードのみですが、交通系電子マネーなどの取り扱いを進めています。
これらの結果を基に、医療機関におけるキャッシュレス決済のメリットを大き

くし、デメリットを最小限に
するよう、経産省・厚労省に
更に働き掛け、必要とされる
医療機関に速やかに、普及を
図るよう対応して参ります。
地域性や診療科の特性によ

る課題を検証するためには、
なるべく多くの医療機関のご
協力が必要ですので、よろし
くお願い申し上げます。

医療機関におけるキャッシュレス決済について

キャッシュレス決済端末 イメージ図
※電子マネー読取装置は添付されません

生命を見つめるフォト＆エッセー 検索詳細はこちら ▼

　フォト部門では新たに小中高生の部を設け、これまでのエッセー部門の中高生の部、
小学生の部と併せて、最優秀作品には文部科学大臣賞をお贈りすることにしています。
　ご子息・ご息女、あるいはご令孫にもご応募頂きますよう、ぜひお声掛けをお願いいた
します。

フォト部門 エッセー部門 応募締切 2020年10月7日㊌必着

※今回より厚生労働省とともに文部科学省にもご後援頂くことになりました。

作品
募集中 医療従事者でも

ご応募できます

→
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か
）
氏
を

選

定

し

た
。稲

野
新

会
長
は
昭
和
30
年
栃
木
県
の
出

身
。昭
和
56
年
広
島
大
を
卒
業
、

現
在
宇
都
宮
市
で
内
・
呼
・
ア

レ
ル
ギ
ー
科
医
院
を
開
設
。
宇

都
宮
市
医
会
長
、
県
医
副
会
長

を
経
て
、
令
和
２
年
現
職
に
就

任
。
65
歳
。

森
本
会
長
３
期
目
へ	

	

（
島
根
県
医
）

６
月
21

日
の
定
時

代
議
員
会

で
森
本
紀

彦
（
も
り
も
と
の
り
ひ
こ
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

森
本
会
長
は
昭
和
21
年
島
根

県
の
出
身
。
昭
和
47
年
京
大
医

学
部
を
卒
業
、
現
在
松
江
市
で

産
婦
人
科
医
院
を
開
設
。
県
医

理
事
・
常
任
理
事
を
経
て
、
平

成
29
年
現
職
に
就
任
。
74
歳
。

府
県
医
師
会
長
紹
介

高
木
氏
を
選
定	

	

（
青
森
県
医
）

６
月
13

日
の
定
例

代
議
員
会

で
高
木
伸

也
（
た
か
ぎ
し
ん
や
）
氏
を
選

定
し
た
。

高
木
新
会
長
は
昭
和
27
年
青

森
県
の
出
身
。
昭
和
52
年
弘
前

大
を
卒
業
、
現
在
八
戸
市
で

内
・
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

設
。
八
戸
市
医
会
長
、
県
医
理

事
を
経
て
、
令
和
２
年
現
職
に

就
任
。
67
歳
。

　

今
号
で
は
、
今
年
改
選
期
を
迎
え
た
１
府
36
県
の
医
師
会
長

の
略
歴
を
紹
介
す
る
。

小
原
会
長
２
期
目
へ	

	

（
岩
手
県
医
）

６
月
６

日
の
定
例

代
議
員
会

で
小
原
紀

彰
（
お
ば
ら
の
り
あ
き
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

小
原
会
長
は
昭
和
18
年
岩
手

県
の
出
身
。
昭
和
43
年
岩
手
医

大
を
卒
業
、
現
在
花
巻
市
で
泌

尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
。

県
医
常
任
理
事
・
副
会
長
を
経

て
、
平
成
30
年
現
職
に
就
任
。

77
歳
。

小
玉
会
長
３
期
目
へ	

	

（
秋
田
県
医
）

６
月
21

日
の
定
例

代
議
員
会

で
小
玉
弘

之
（
こ
だ
ま
ひ
ろ
ゆ
き
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

小
玉
会
長
は
昭
和
28
年
山
形

県
の
出
身
。
昭
和
63
年
北
里
大

を
卒
業
、
現
在
潟
上
市
の
医
療

法
人
の
最
高
顧
問
。
県
医
常
任

理
事
を
経
て
、
平
成
28
年
現
職

に
就
任
。
平
成
30
年
か
ら
は
日

医
常
任
理
事
を
1
期
務
め
た
。

66
歳
。

須
藤
会
長
３
期
目
へ	

	

（
群
馬
県
医
）

６
月
25

日
の
定
時

代
議
員
会

で
須
藤
英

仁
（
す
と
う
え
い
じ
ん
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

須
藤
会
長
は
昭
和
27
年
群
馬

県
の
出
身
。
昭
和
51
年
東
京
医

大
を
卒
業
、
現
在
安
中
市
で
外

科
病
院
を
開
設
。
県
医
理
事
・

副
会
長
を
経
て
、
平
成
28
年
現

職
に
就
任
。
68
歳
。

堂
前
氏
を
選
定	

	

（
新
潟
県
医
）

６
月
13

日
の
定
例

代
議
員
会

で
堂
前
洋

一
郎
（
ど
う
ま
え
よ
う
い
ち
ろ

う
）
氏
を
選
定
し
た
。

堂
前
新
会
長
は
昭
和
25
年
静

岡
県
の
出
身
。
昭
和
52
年
新
潟

大
を
卒
業
、
現
在
新
潟
市
の
病

院
の
院
長
。県
医
理
事
を
経
て
、

令
和
２
年
現
職
に
就
任
。
70
歳
。

佐
藤
会
長
２
期
目
へ	

	

（
福
島
県
医
）

６
月
７

日
の
定
例

代
議
員
会

で
佐
藤
武

寿
（
さ
と
う
た
け
ひ
さ
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

佐
藤
会
長
は
昭
和
20
年
福
島

県
の
出
身
。
昭
和
46
年
福
島
県

立
医
大
を
卒
業
、
現
在
福
島
市

で
内
・
消
・
循
環
器
内
科
医
院

を
開
設
。
県
医
常
任
理
事
・
副

会
長
を
経
て
、
平
成
30
年
現
職

に
就
任
。
75
歳
。

中
目
会
長
２
期
目
へ	

	

（
山
形
県
医
）

５
月
30

日
の
定
例

代
議
員
会

で
中
目
千

之
（
な
か
の
め
ち
ゆ
き
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

中
目
会
長
は
昭
和
22
年
宮
崎

県
の
出
身
。
昭
和
48
年
東
北
大

を
卒
業
、
現
在
鶴
岡
市
で
内
・

消
化
器
内
科
医
院
を
開
設
。
県

医
常
任
理
事
・
副
会
長
を
経

鈴
木
氏
を
選
定	

	

（
茨
城
県
医
）

６
月
19

日
の
定
例

代
議
員
会

で
鈴
木
邦

彦
（
す
ず
き
く
に
ひ
こ
）
氏
を

選
定
し
た
。

鈴
木
新
会
長
は
昭
和
29
年
茨

城
県
の
出
身
。
昭
和
55
年
秋
田

大
を
卒
業
、
現
在
常
陸
大
宮
市

で
地
域
密
着
型
病
院
を
経
営
。

県
医
理
事
、
日
医
常
任
理
事
を

経
て
、令
和
２
年
現
職
に
就
任
。

65
歳
。

稲
野
氏
を
選
定	

	

（
栃
木
県
医
）

６
月
20
日
の
定
時
代
議
員
会

で
稲
野
秀
孝
（
い
な
の
ひ
で
た

金
井
会
長
６
期
目
へ	
	

（
埼
玉
県
医
）

６
月
18

日
の
定
例

代
議
員
会

で
金
井
忠

男
（
か
な
い
た
だ
お
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

金
井
会
長
は
昭
和
19
年
東
京

都
の
出
身
。
昭
和
45
年
横
浜
市

立
大
を
卒
業
、
現
在
所
沢
市
で

肛
門
科
病
院
を
開
設
。
県
医
常

任
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
平

成
22
年
現
職
に
就
任
。
76
歳
。

入
江
会
長
２
期
目
へ	

	

（
千
葉
県
医
）

６
月
14

日
の
定
時

代
議
員
会

で
入
江
康

文
（
い
り
え
や
す
ぶ
み
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

入
江
会
長
は
昭
和
18
年
東
京

都
の
出
身
。
昭
和
43
年
鹿
児
島

大
を
卒
業
、
現
在
千
葉
市
で

内
・
外
・
循
・
心
臓
外
科
病
院

を
開
設
。
千
葉
市
医
会
長
を
経

て
、
平
成
30
年
現
職
に
就
任
。

77
歳
。

茂
松
会
長
３
期
目
へ	

	

（
大
阪
府
医
）

５
月
28

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
茂
松
茂

人
（
し
げ
ま
つ
し
げ
と
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

茂
松
会
長
は
昭
和
27
年
大
阪

府
の
出
身
。
昭
和
53
年
大
阪
医

大
を
卒
業
、
現
在
茨
木
市
で
整

形
外
科
医
院
を
開
設
。
府
医
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成
28

年
現
職
に
就
任
。
68
歳
。

安
田
会
長
２
期
目
へ	

	

（
石
川
県
医
）

６
月
14

日
の
定
例

代
議
員
会

で
安
田
健

二
（
や
す
だ
け
ん
じ
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

安
田
会
長
は
昭
和
32
年
石
川

県
の
出
身
。
昭
和
60
年
富
山
医

科
薬
科
大
を
卒
業
、
現
在
金
沢

市
で
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
を
開

設
。
金
沢
市
医
副
会
長
・
会
長

を
経
て
、
平
成
30
年
現
職
に
就

任
。
63
歳
。

河
合
氏
を
選
定	

	

（
岐
阜
県
医
）

６
月
14

日
の
定
時

代
議
員
会

で
河
合
直

樹
（
か
わ
い
な
お
き
）
氏
を
会

長
候
補
理
事
に
選
任
し
、
同
日

開
催
の
臨
時
理
事
会
で
会
長
に

選
定
し
た
。

河
合
新
会
長
は
昭
和
26
年
岐

阜
県
の
出
身
。
昭
和
50
年
北
大

を
卒
業
、
現
在
岐
阜
市
で
内
・

循
環
器
内
科
医
院
を
開
設
。
県

医
常
務
理
事
・
副
会
長
を
経

て
、
令
和
２
年
現
職
に
就
任
。

69
歳
。

今
井
会
長
４
期
目
へ	

	

（
山
梨
県
医
）

６
月
18

日
の
定
時

代
議
員
会

で
今
井
立

史
（
い
ま
い
り
っ
し
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

今
井
会
長
は
昭
和
15
年
山
梨

県
の
出
身
。
昭
和
41
年
順
天
堂

大
を
卒
業
、
現
在
甲
府
市
で
整

形
外
科
医
院
を
開
設
。
甲
府
市

医
理
事
・
会
長
を
経
て
、
平
成

26
年
現
職
に
就
任
。
79
歳
。

紀
平
会
長
２
期
目
へ	

	

（
静
岡
県
医
）

５
月
30

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
紀
平
幸

一
（
き
の
ひ
ら
こ
う
い
ち
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

紀
平
会
長
は
昭
和
15
年
東
京

都
の
出
身
。
昭
和
40
年
昭
和
大

を
卒
業
、
現
在
伊
豆
市
で
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
。
県
医
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成
30

年
現
職
に
就
任
。
80
歳
。

柵
木
会
長
５
期
目
へ	

	

（
愛
知
県
医
）

６
月
13

日
の
定
例

代
議
員
会

で
柵
木
充

明
（
ま
せ
き
み
つ
あ
き
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

柵
木
会
長
は
昭
和
23
年
愛
知

県
の
出
身
。
昭
和
48
年
名
古
屋

大
医
学
部
を
卒
業
、
現
在
名
古

屋
市
で
産
婦
人
科
医
院
を
開

設
。
名
古
屋
市
医
副
会
長
、
県

医
副
会
長
を
経
て
、
平
成
24
年

松
山
会
長
２
期
目
へ	

	

（
岡
山
県
医
）

４
月
19

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
松
山
正

春
（
ま
つ
や
ま
ま
さ
は
る
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

松
山
会
長
は
昭
和
19
年
京
都

府
の
出
身
。
昭
和
44
年
岡
山
大

を
卒
業
、
現
在
岡
山
市
で
胃
腸

科
外
科
医
院
を
開
設
。
県
医
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成
30

年
現
職
に
就
任
。
76
歳
。

空
地
会
長
３
期
目
へ	

	

（
兵
庫
県
医
）

６
月
21

日
の
定
時

代
議
員
会

で
空
地
顕

一
（
そ
ら
ち
け
ん
い
ち
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

空
地
会
長
は
昭
和
31
年
兵
庫

県
の
出
身
。
昭
和
59
年
京
大
を

卒
業
、
現
在
姫
路
市
で
内
・
リ

ウ
マ
チ
科
医
院
を
開
設
。
姫
路

市
医
会
長
、
県
医
理
事
・
常
任

理
事
を
経
て
、
平
成
28
年
現
職

に
就
任
。
64
歳
。

松
村
氏
を
選
定	

	

（
広
島
県
医
）

６
月
14

日
の
定
時

代
議
員
会

終
了
後
の

理
事
会
で
松
村
誠
（
ま
つ

佐
藤
会
長
２
期
目
へ	

	

（
宮
城
県
医
）

７
月
８

日
の
定
時

代
議
員
会

で
佐
藤
和

宏
（
さ
と
う
か
ず
ひ
ろ
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

佐
藤
会
長
は
昭
和
27
年
宮
城

県
の
出
身
。
昭
和
53
年
東
北
大

を
卒
業
、
現
在
柴
田
郡
で
泌
・

内
科
病
院
を
開
設
。
県
医
常
任

理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成

30
年
現
職
に
就
任
。
68
歳
。

二
井
氏
を
選
定	

	

（
三
重
県
医
）

６
月
20

日
の
定
例

代
議
員
会

で
二
井
栄

（
に
い
し
げ
る
）
氏
を
選
定
し

た
。二

井
新
会
長
は
昭
和
26
年
三

重
県
の
出
身
。
昭
和
51
年
三
重

大
を
卒
業
、
現
在
鈴
鹿
市
で
産

婦
人
科
病
院
を
開
設
。
県
医
常

任
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
令

和
２
年
現
職
に
就
任
。
69
歳
。

渡
辺
会
長
２
期
目
へ	

	
（
鳥
取
県
医
）

て
、
平
成
30
年
現
職
に
就
任
。

73
歳
。

現
職
に
就
任
。
71
歳
。

６
月
20

日
の
定
例

代
議
員
会

で
渡
辺
憲

（
わ
た
な
べ
け
ん
）
現
会
長
を

選
定
し
た
。

渡
辺
会
長
は
昭
和
30
年
鳥
取

県
の
出
身
。
昭
和
55
年
東
大
を

卒
業
、
現
在
鳥
取
市
で
精
神
科

病
院
を
開
設
。
県
医
常
任
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成
30

年
現
職
に
就
任
。
65
歳
。

←

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・年
金・税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２・国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４

医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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（
さ
い
と
う
よ
し
ろ
う
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

齋
藤
会
長
は
昭
和
20
年
徳
島

県
の
出
身
。
昭
和
45
年
徳
島
大

を
卒
業
、
現
在
鳴
門
市
で
整
・

リ
ハ
・
リ
ウ
マ
チ
科
医
院
を
開

設
。
県
医
理
事
・
常
任
理
事
を

経
て
、平
成
28
年
現
職
に
就
任
。

75
歳
。

（
む
ら
か
み
ひ
ろ
し
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

村
上
会
長
は
昭
和
32
年
福
岡

県
の
出
身
。
昭
和
57
年
順
天
堂

大
を
卒
業
、
現
在
松
山
市
で
循

環
器
内
科
医
院
を
開
設
。
松
山

市
医
理
事
・
会
長
を
経
て
、
平

成
30
年
現
職
に
就
任
。
63
歳
。

安
里
会
長
３
期
目
へ	

	

（
沖
縄
県
医
）

５
月
28

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
安
里
哲

好
（
あ
さ
と
て
つ
よ
し
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

安
里
会
長
は
昭
和
25
年
沖
縄

県
の
出
身
。
昭
和
52
年
山
口
大

を
卒
業
、
現
在
中
頭
郡
の
病
院

の
理
事
長
。
中
部
地
区
医
師
会

長
、
県
医
理
事
・
常
任
理
事
・

副
会
長
を
経
て
、
平
成
28
年
現

職
に
就
任
。
69
歳
。

福
田
会
長
６
期
目
へ	

	

（
熊
本
県
医
）

６
月
20

日
の
定
例

代
議
員
会

で
福
田
稠

（
ふ
く
だ
し
げ
る
）
現
会
長
を

選
定
し
た
。

福
田
会
長
は
昭
和
21
年
熊
本

県
の
出
身
。
昭
和
48
年
久
留
米

大
を
卒
業
、
現
在
熊
本
市
で
産

婦
人
科
病
院
を
開
設
。
熊
本
市

医
会
長
、
県
医
代
議
員
会
議
長

を
経
て
、
平
成
22
年
現
職
に
就

任
。
74
歳
。

齋
藤
会
長
３
期
目
へ	

	

（
徳
島
県
医
）

６
月
17

日
に
書
面

決
議
で
齋

藤

義

郎

岡
林
会
長
６
期
目
へ	

	

（
高
知
県
医
）

６
月
20

日
の
定
例

代
議
員
会

で
岡
林
弘

毅
（
お
か
ば
や
し
ひ
ろ
き
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

岡
林
会
長
は
昭
和
18
年
高
知

県
の
出
身
。
昭
和
44
年
群
馬
大

医
学
部
を
卒
業
、
現
在
高
知
市

で
消
・
内
・
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
設
。
高
知
市
医
会
長
、
県

医
副
会
長
を
経
て
、
平
成
24
年

現
職
に
就
任
。
77
歳
。

久
米
川
会
長
４
期
目
へ	

	
（
香
川
県
医
）

６
月
25

日
の
定
例

代
議
員
会

で
久
米
川

啓
（
く
め
が
わ
は
じ
め
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

久
米
川
会
長
は
昭
和
29
年
香

川
県
の
出
身
。
昭
和
53
年
東
京

医
大
医
学
部
を
卒
業
、
高
松
市

で
内
・
外
科
病
院
を
開
設
。
県

医
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
平

成
26
年
現
職
に
就
任
。
66
歳
。

村
上
会
長
２
期
目
へ	

	

（
愛
媛
県
医
）

６
月
21

日
の
定
時

代
議
員
会

で
村
上
博

松
田
会
長
６
期
目
へ	

	

（
福
岡
県
医
）

６
月
18

日
の
定
例

代
議
員
会

で
松
田
峻

一
良
（
ま
つ
だ
し
ゅ
ん
い
ち
ろ

う
）
現
会
長
を
選
定
し
た
。

松
田
会
長
は
昭
和
23
年
福
岡

県
の
出
身
。
昭
和
52
年
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
医
大
を
卒
業
、
現
在
福

岡
市
で
耳
鼻
咽
喉
科
病
院
を
開

設
。
県
医
理
事
・
専
務
理
事
を

経
て
、平
成
22
年
現
職
に
就
任
。

72
歳
。

松
永
氏
を
選
定	

	

（
佐
賀
県
医
）

５
月
28

日
の
定
例

代
議
員
会

で
松
永
啓

介
（
ま
つ
な
が
け
い
す
け
）
氏

を
選
定
し
た
。

松
永
新
会
長
は
昭
和
23
年
佐

森
崎
会
長
２
期
目
へ	

	

（
長
崎
県
医
）

５
月
17

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
森
崎
正

幸
（
も
り
さ
き
ま
さ
ゆ
き
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

森
崎
会
長
は
昭
和
23
年
長
崎

県
の
出
身
。
昭
和
51
年
長
崎
大

を
卒
業
、
現
在
長
崎
市
で
産
婦

人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
。
県

医
常
任
理
事
・
副
会
長
を
経

て
、
平
成
30
年
現
職
に
就
任
。

71
歳
。

近
藤
会
長
６
期
目
へ	

	

（
大
分
県
医
）

５
月
17

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
近
藤
稔

（
こ
ん
ど
う
み
の
る
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

近
藤
会
長
は
昭
和
16
年
熊
本

県
の
出
身
。
昭
和
43
年
東
大
を

卒
業
、
現
在
大
分
市
で
整
形
外

科
医
院
を
開
設
。
県
医
常
任
理

河
野
会
長
４
期
目
へ	

	

（
宮
崎
県
医
）

５
月
26

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
、
河
野

雅
行
（
か
わ
の
ま
さ
ゆ
き
）
現

会
長
を
選
出
し
、
６
月
20
日
の

理
事
会
で
選
定
し
た
。

河
野
会
長
は
昭
和
20
年
宮
崎

県
の
出
身
。
昭
和
45
年
鹿
児
島

大
医
学
部
を
卒
業
、
現
在
宮
崎

市
で
整
形
外
科
医
院
を
開
設
。

県
医
常
任
理
事
・
副
会
長
を
経

て
、
平
成
26
年
現
職
に
就
任
。

75
歳
。

池
田
会
長
７
期
目
へ	
	

（
鹿
児
島
県
医
）

５
月
23

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
池
田

琢

琢

哉
（
い
け
だ
た
く
や
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

池
田
会
長
は
昭
和
21
年
鹿
児

島
県
の
出
身
。
昭
和
46
年
日
医

大
を
卒
業
、
現
在
鹿
児
島
市
で

小
児
科
病
院
を
開
設
。
県
医
常

任
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
平

成
22
年
現
職
に
就
任
。
73
歳
。

河
村
会
長
３
期
目
へ	

	

（
山
口
県
医
）

６
月
18

日
の
定
例

代
議
員
会

で
河
村
康

明
（
か
わ
む
ら
や
す
あ
き
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

河
村
会
長
は
昭
和
24
年
山
口

県
の
出
身
。
昭
和
53
年
東
邦
大

を
卒
業
、
現
在
光
市
で
循
環
器

神
経
内
科
医
院
を
開
設
。
県
医

理
事
・
専
務
理
事
を
経
て
、
平

成
28
年
現
職
に
就
任
。
70
歳
。

む
ら
ま
こ
と
）
氏
を
選
定

し
た
。

松
村
新
会
長
は
昭
和
24
年
広

島
県
の
出
身
。
昭
和
49
年
広
島

大
を
卒
業
、
現
在
広
島
市
で
循

内
・
内
・
外
科
医
院
を
開
設
。

県
医
常
任
理
事
・
副
会
長
・
理

事
を
経
て
、
令
和
２
年
現
職
に

就
任
。
70
歳
。

事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成
24

年
現
職
に
就
任
。
79
歳
。

賀
県
の
出
身
。
昭
和
51
年
久
留

米
大
を
卒
業
、
現
在
佐
賀
市
で

精
神
科
病
院
を
開
設
。
県
医
常

任
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
令

和
２
年
現
職
に
就
任
。
71
歳
。
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→ 日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・年
金・税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２・国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４

医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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お知らせ
　「『日医君』だより」では定例記
者会見や大臣等への要望書提出の
模様等の情報をいち早く掲載して
います。ぜひご一読下さい。
� 日医広報課

「『日
にちいくん

医君』だより」に登録を
　配信を希望される会員の先生方は、メンバーズ
ルーム（要アカウント）からお申し込み下さい。

問い合わせ先������������������
記事の内容：
日医広報課　 03－3942－6483（直）
登録、配信：
日医情報システム課　 03－3942－6135（直）

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

社
会
保
険
料
控
除
対
象
額
に
つ
い
て

国
民
年
金
基
金
へ
の
加
入

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
あ
る
が
、

今
回
は
、
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
額
に
つ
い
て
案
内
す

る
。基

金
制
度
に
は
、
社
会
保

険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
、
基

金
の
掛
金
（
年
間
の
上
限
額

81
万
６
０
０
０
円
）
は
、
課

税
所
得
金
額
か
ら
全
額
控
除

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
社
会
保
険
料
控
除
は
、

１
月
か
ら
12
月
末
ま
で
に
実

際
に
納
付
し
た
金
額
が
対
象

と
な
る
。

基
金
掛
金
の
口
座
引
き
落

と
し
は
２
カ
月
遅
れ
の
第
一

営
業
日
と
な
る
の
で
、
例
え

ば
、
新
規
加
入
で
、
８
月
中
旬

ま
で
に
加
入
申
出
書
を
送
付

す
る
と
、
８
月
掛
金
の
引
き

落
と
し
は
10
月
１
日
と
な
る
。

こ
の
場
合
、令
和
２
年
は
、

３
カ
月
分
の
掛
金
が
控
除
対

象
と
な
る
（
仮
に
、
月
額
掛

金
上
限
額
６
万
８
０
０
０
円

で
加
入
の
場
合
、
６
万
８
０

０
０
円
×
３
の
20
万
４
０
０

０
円
が
控
除
と
な
る
）。

ま
た
、
同
じ
８
月
加
入
で

も
、
掛
金
の
「
一
括
納
付
」

の
手
続
き
を
す
る
と
、
来
年

３
月
分
ま
で
納
付
で
き
、
こ

の
場
合
、
令
和
２
年
は
、
８

カ
月
分
を
控
除
対
象
と
す
る

こ
と
が
可
能
（
仮
に
、
月
額

掛
金
上
限
額
で
加
入
の
場

合
、
６
万
８
０
０
０
円
×
８

の
54
万
４
０
０
０
円
が
控
除

と
な
る
）。

不
確
実
な
将
来
へ
の
備
え

と
し
て
節
税
し
な
が
ら
老
後

に
備
え
る
基
金
の
活
用
に
つ

い
て
、
検
討
頂
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

・今回の新型コロナウイルス感染症拡大下でオンライン診療が時限的・特
例的に緩和され、収束までの間、オンライン診療・服薬指導について都
道府県単位の協議会が実績評価を行うことになっている。
・都道府県は医療機関から個別事例を収集することになり、さまざまな患
者の声も上がってくるものと思うが、そこで注意したいのは、この間の
実績は貴重なエビデンスではあるものの、足下の利用状況や患者満足度
は感染リスクと比較してのものであるということである。直ちに平時の
対面診療と比較できるわけではない。
・患者の安全を守るためにも、幅広く実態を調査し、一気に「仕組みを構
築」することを目指すのではなく、丁寧な合意形成を図るよう要望する。

・新型コロナウイルス感染症による医療機関経営への影響は深刻で、来年
度の予算編成を待てる状況ではない。
・日医として経営実態を把握するためにさまざまな調査を行っているが、
国においても、速やかに実態把握に努め、至急追加支援をお願いする。
・全ての医療機関が地域を面で支えており、新型コロナウイルス感染症に
対応していると言っても過言ではない。一般の患者さんの受け皿があっ
てこそ、医療機関は新型コロナウイルス感染症患者に集中できるのであ
り、新型コロナウイルス感染症重点医療機関等を支えるためにも、地域
を面で支える医療機関への支援も不可欠である。
・今後も、受診控え、健診控えは容易に回復しないと見込まれ、地域医療
の維持が危うくなっている。このままでは患者が安心して医療を受けら
れるところが失われてしまう。国には、速やかに十分な対応を実施する
よう求める。

オンライン診療医療機関経営

・医薬品卸業者においては、新型コロナウイルス感染症の感染防止のため
通常とは異なる配送体制を組み、医療機関及び薬局においては、医薬品
購入に係る価格交渉ができていない状況であり、今後も当面の間、続く
ものと予想される。
・販売側・購入側共に薬価調査を実施できる環境にあるとは言えず、仮に
調査を実施しても、薬価改定に必要となる適切な市場実勢価格を把握す
ることは極めて困難である。
・新型コロナウイルス感染症への対応並びに感染拡大防止に医療現場全体
で最大限取り組んでいるこの時期に、医薬品卸や医療機関・薬局に対し、
調査に伴う事務作業負担を強いるべきではない。
・中医協においても、薬価調査は新型コロナウイルス感染症下で行うこと
ができないというのが現場の一致した意見であり、技術的に不可能であ
る。そのような状況での調査結果を公的なデータとして活用すれば、現
場との齟

そ ご

齬が生じる懸念がある。

薬価調査・薬価改定

「経済財政運営と改革の基本方針2020（仮称）」（原案）に対する
日医の見解を公表

日医は7月10日、8日に開催された経済財政諮問会議で示された「経
済財政運営と改革の基本方針2020（仮称）」（いわゆる「骨太の方
針2020」）の原案に対する見解（全文は日医ホームページプレスリ
リースを参照）を公表した。
見解の中では、原案に「『経済財政運営と改革の基本方針2019』
のうち、本基本方針に記載がない項目についても、引き続き着実に
実施する」とあり、過去の「骨太の方針」を踏襲することが明記さ
れていることについて、「それぞれの課題を検証せずに踏襲するこ
とは問題である」と指摘。その上で、懸念のある「薬価調査・薬価
改定」「医療機関経営」「オンライン診療」の主に3点について日医
の考えを別掲のように説明するとともに、「今後は『骨太の方針
2020』と併せて、『規制改革実施計画』や『成長戦略実行計画』も閣
議決定される予定であるが、日医は政府に対して是々非々の対応で
対峙していく」とした。
なお、「骨太の方針2020」は7月17日に閣議決定された。
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わ
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
っ

て
く
る
子
ど
も
達
は
、
い
つ

の
頃
か
ら
か
私
の
こ
と
を

「
く
ま
先
生
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
。
体
型
か
ら
、「
く

ま
」
に
例
え
ら
れ
る
こ
と
は

若
い
頃
か
ら
慣
れ
っ
こ
で
は

あ
る
が
、
こ
の
子
ど
も
達
と

接
し
て
き
た
歴
史
を
考
え
る

と
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
、

道
路
の
向
こ
う
か
ら
「
ク
ー

マ
ー
セ
ン
セ
ー
」
と
言
っ
て

手
を
振
る
低
学
年
の
小
学
生

達
に
応
え
る
時
に
も
、
少
し

目
頭
が
熱
く
な
っ
て
い
る
自

分
が
い
る
。

手
賀
の
杜
は
子
ど
も
の
多

い
街
で
あ
る
。
柏
市
の
統
計

を
見
る
と
、
15
歳
未
満
の
人

口
が
実
に
35
％
を
超
え
る
。

こ
の
数
字
は
市
内
の
他
の
地

区
の
追
随
を
許
す
も
の
で
は

な
く
、
全
国
的
に
見
て
も
か

な
り
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

手
賀
の
杜
を
含
む
沼
南
地

区
に
は
、
小
児
科
を
専
門
に

し
て
い
る
診
療
所
は
全
く
な

い
。
そ
の
背
景
か
ら
、
私
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
あ
え
て
小
児

科
を
標
榜
す
る
こ
と
に
し

た
。そ

の
結
果
、
こ
の
町
で
生

ま
れ
る
子
ど
も
達
の
ほ
と
ん

ど
は
、
生
後
２
カ
月
で
私
と

の
付
き
合
い
が
始
ま
る
こ
と

に
な
る
。
現
在
の
定
期
接
種

は
、
任
意
の
も
の
を
含
め
る

と
小
学
校
入
学
ま
で
に
実
に

30
回
近
く
を
接
種
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
他
に
も

年
に
２
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
、
そ
し
て
風
邪

を
引
く
た
び
に
鼻
や
の
ど
に

綿
棒
を
突
っ
込
ま
れ
、
地
域

の
子
ど
も
達
は
40
回
以
上
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
れ
て
、
そ

の
た
び
に
何
ら
か
の
ひ
ど
い

こ
と
を
さ
れ
る
運
命
に
あ

る
。泣

き
叫
び
暴
れ
る
子
ど
も

を
押
さ
え
つ
け
て
、
腕
に
針

を
刺
す
時
に
私
を
見
る
お
び

え
た
視
線
は
、
さ
な
が
ら
ア

ニ
メ
の
中
で
怪
物
に
襲
わ
れ

た
か
、
ゲ
ー
ム
の
中
で
低
レ

ベ
ル
で
ラ
ス
ボ
ス
に
遭
遇
し

て
し
ま
っ
た
時
の
よ
う
に
、

こ
の
世
の
終
わ
り
を
思
わ
せ

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
反

復
的
な
虐
待
と
言
わ
ず
に
何

と
呼
ぶ
の
か
と
心
を
痛
め
な

が
ら
も
、
つ
く
り
笑
顔
と
言

葉
だ
け
の
優
し
さ
を
隠
れ
み

の
に
し
て
針
を
刺
し
、
鼻
に

綿
棒
を
突
っ
込
む
の
が
日
常

で
あ
る
。

そ
ん
な
子
ど
も
達
が
、
５

歳
を
迎
え
る
辺
り
で
は
、
に

こ
に
こ
し
な
が
ら
「
く
ま
先

生
」
と
言
っ
て
駆
け
寄
っ
て

く
れ
る
の
だ
。
こ
の
「
く
ま

先
生
」
に
は
、
私
に
と
っ
て

そ
れ
だ
け
の
重
み
が
あ
る
。

今
か
ら
８
年
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
放
映
さ
れ
た
朝
ド
ラ
「
梅

ち
ゃ
ん
先
生
」
の
中
で
、
開

業
医
役
の
世
良
公
則
が
主
人

公
の
堀
北
真
希
を
諭
し
た
言

葉
に
「
町
医
者
の
一
番
の
仕

事
は
『
こ
こ
に
居
る
』
と
い

う
こ
と
な
ん
だ
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
当
時
私
は
ま
だ

開
業
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
の
せ
り
ふ
は
妙
に
心
に
響

い
た
。

最
近
は
、
医
師
会
の
中
で

の
立
場
の
変
化
に
伴
っ
て
、

臨
時
休
診
を
増
や
さ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
た

と
え
ど
の
よ
う
な
立
場
に
な

ろ
う
と
も
、
「
く
ま
先
生
」

と
し
て
認
知
し
て
頂
き
つ
つ

あ
る
こ
の
街
、
手
賀
の
杜
に

「
居
る
」
こ
と
こ
そ
が
私
の

医
者
と
し
て
の
最
大
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
先

も
で
き
る
限
り
こ
の
街
に
居

続
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
還
暦

を
迎
え
る
今
年
誓
う
べ
き
将

来
の
抱
負
で
あ
る
。

皆
様
は
オ
ペ
ラ
が
お
好
き

で
し
ょ
う
か
？

私
が
オ
ペ
ラ
と
出
会
っ
た

の
は
15
年
く
ら
い
前
で
し

た
。
Ｍ
Ｒ
さ
ん
が
オ
ペ
ラ
歌

手
の
中
丸
三
千
繪
さ
ん
の
ア

リ
ア
の
Ｃ
Ｄ
を
持
っ
て
き
て

下
さ
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
時
、

深
い
声
の
響
き
と
あ
く
ま
で

高
く
澄
ん
だ
高
音
の
美
し
さ

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
母
も
歌
う
の
が
好
き

で
、
家
事
を
し
な
が
ら
よ
く

歌
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
オ

ペ
ラ
の
ア
リ
ア
を
歌
い
な
が

ら
家
事
が
で
き
た
ら
格
好
い

い
な
～
な
ん
て
、
恥
知
ら
ず

に
も
不ふ

ら

ち埒
な
こ
と
を
思
い
、

声
楽
の
勉
強
を
始
め
ま
し

た
。広

い
ホ
ー
ル
に
マ
イ
ク
無

し
で
声
が
通
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
、
ま
ず
発
声

練
習
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
コ
ン
コ
ー
ネ
（
音
階

練
習
）
、
日
本
歌
曲
、
イ
タ

リ
ア
歌
曲
、
そ
し
て
や
っ
と

念
願
の
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

私
の
お
気
に
入
り
の
オ
ペ

ラ
の
一
つ
に
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

作
曲
の
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
が

あ
り
ま
す
。
道
化
師
の
リ
ゴ

レ
ッ
ト
に
は
ジ
ル
ダ
と
い
う

美
し
い
娘
が
い
ま
す
。
リ
ゴ

レ
ッ
ト
は
娘
を
大
事
に
思
う

あ
ま
り
に
、
町
に
も
行
か
せ

ず
屋
敷
の
中
で
箱
入
り
娘
の

よ
う
に
育
て
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
教
会
だ
け
は
行
っ
て

お
り
、
そ
こ
で
ジ
ル
ダ
は
、

好
色
な
マ
ン
ト
ヴ
ァ
公
爵
に

見
初
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。公

爵
は
リ
ゴ
レ
ッ
ト
の
屋

敷
に
入
り
込
み
、
自
分
は
貧

し
い
学
生
だ
と
偽
り
ジ
ル
ダ

に
言
い
寄
り
ま
す
。
世
間
知

ら
ず
の
ジ
ル
ダ
は
、
す
っ
か

り
公
爵
の
と
り
こ
と
な
っ
て

し
ま
い
、
歌
う
の
が
有
名
な

ア
リ
ア
「
慕
わ
し
い
人
の
名

は
」
で
す
。
初
め
て
心
を
と

き
め
か
し
た
人
を
思
う
純
情

な
乙
女
心
に
あ
ふ
れ
た
歌
で

す
。物

語
の
結
末
は
、
ジ
ル
ダ

が
公
爵
の
身
代
わ
り
と
な
っ

て
、
父
親
の
リ
ゴ
レ
ッ
ト
に

殺
さ
れ
る
と
い
う
悲
惨
な
も

の
で
す
。

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
イ
タ
リ
ア

を
代
表
す
る
作
曲
家
で
、「
椿

姫
」
や
「
ナ
ブ
ッ
コ
」「
ド
ン
・

カ
ル
ロ
」
等
多
く
の
オ
ペ
ラ

を
作
曲
し
て
い
ま
す
。
重
厚

な
音
の
連
続
に
圧
倒
さ
れ
ま

す
。も

う
一
つ
、
ビ
ゼ
ー
作
曲

の
「
カ
ル
メ
ン
」
は
ご
存
知

の
方
が
多
い
人
気
の
オ
ペ
ラ

で
す
。
こ
の
中
に
出
て
く
る

女
性
は
二
人
で
す
。
一
人
は

ミ
カ
エ
ラ
と
い
う
田
舎
に
住

む
、
い
い
な
ず
け
の
純
真
な

娘
、
も
う
一
人
が
、
自
由
奔

放
で
男
を
誘
惑
す
る
魅
力
あ

ふ
れ
た
女
性
、
カ
ル
メ
ン
で

す
。男

性
は
ど
う
し
て
も
カ
ル

メ
ン
に
心
奪
わ
れ
る
よ
う
で

す
ね
。
オ
ペ
ラ
の
主
人
公
の

ま
じ
め
な
青
年
、
ド
ン
・
ホ

セ
も
、
カ
ル
メ
ン
に
参
っ
て

し
ま
い
、
破
滅
へ
の
道
を
突

き
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
オ
ペ
ラ
に
は
「
闘
牛

妻
が
気
に
入
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
も
う
何
年
も

前
か
ら
、
と
あ
る
温
泉
地
の

ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

初
め
の
頃
は
ち
ょ
っ
と
し

た
骨
休
め
の
つ
も
り
で
、
自

分
も
一
緒
に
出
掛
け
て
い

た
。
そ
れ
が
あ
る
年
、
梅
雨

が
早
め
に
明
け
た
７
月
中
旬

の
こ
と
で
あ
る
。
露
天
浴
場

で
ひ
と
風
呂
浴
び
た
後
の
夕

暮
れ
、
客
室
の
べ
ラ
ン
ダ
で

本
を
読
み
な
が
ら
涼
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
小
川
を
挟
ん
だ

向
か
い
岸
の
樹
林
か
ら
、
一

斉
に
ヒ
グ
ラ
シ
の
鳴
き
声
が

聞
こ
え
て
き
た
。
そ
れ
も
１

匹
や
２
匹
で
は
な
く
、
無
数

の
ヒ
グ
ラ
シ
が
、
ま
る
で
目

の
前
の
樹
林
を
右
か
ら
左

へ
、
左
か
ら
右
へ
と
波
打
つ

よ
う
に
鳴
き
始
め
た
の
で
あ

る
。

も
ち
ろ
ん
、
ヒ
グ
ラ
シ
そ

の
も
の
が
見
え
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
あ
の
特
徴
的
な
鳴

き
声
は
心
地
良
く
、
本
を
読

む
の
も
忘
れ
て
聞
き
入
っ

た
。
結
局
、
ヒ
グ
ラ
シ
の
鳴

き
声
は
辺
り
が
暗
く
な
る
ま

で
２
時
間
以
上
も
続
き
、
こ

の
晩
は
ず
っ
と
頭
の
中
で
ヒ

グ
ラ
シ
の
鳴
き
声
が
響
き
渡

っ
て
い
た
気
が
す
る
。

私
が
育
っ
た
の
は
海
辺
の

町
で
、
夏
の
夕
暮
れ
な
ど
、

た
ま
に
１
匹
か
２
匹
の
ヒ
グ

ラ
シ
が
遠
く
で
鳴
い
て
い
る

の
が
聞
こ
え
、
夏
休
み
も
終

わ
り
な
ん
だ
な
ぁ
な
ど
と
、

も
の
悲
し
い
気
分
に
な
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
し
か

し
、
一
度
に
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
ヒ
グ
ラ
シ
が
鳴
い
て

い
る
の
を
聞
い
た
の
は
初
め

て
だ
っ
た
。

ヒ
グ
ラ
シ
の
大
合
唱
は
す

っ
か
り
耳
か
ら
離
れ
な
く
な

り
、
翌
年
に
は
レ
コ
ー
ダ
ー

を
持
参
し
て
鳴
き
声
を
録

音
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
イ
ヤ

ホ
ン
で
聞
い
た
り
す
る
よ
う

に
も
な
っ
た
。
ヒ
グ
ラ
シ
に

つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
６

月
下
旬
か
ら
９
月
中
旬
頃
ま

で
活
動
し
、
日
の
入
り
前
後

の
薄
明
時
に
よ
く
鳴
く
こ
と

が
名
前
の
由
来
に
な
っ
た
と

あ
る
。
俳
句
で
秋
の
季
語
に

さ
れ
る
な
ど
、
ヒ
グ
ラ
シ
は

晩
夏
に
鳴
く
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
が
、
夏
の
初
め
か
ら
意
外

と
長
い
期
間
、
鳴
き
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ

る
。ホ

テ
ル
の
べ
ラ
ン
ダ
に
出

る
の
は
露
天
風
呂
に
浸
か
っ

た
後
、
タ
食
ま
で
の
２
、
３

時
間
だ
が
、
ヒ
グ
ラ
シ
の
鳴

き
声
を
聞
き
な
が
ら
、
雑
多

な
本
を
と
り
と
め
も
な
く
読

ん
で
い
る
の
は
と
て
も
幸
せ

な
時
間
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
こ
の
大

合
唱
が
聞
か
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
夏
は
暑
過

ぎ
た
の
か
、
ヒ
グ
ラ
シ
の
鳴

く
時
期
を
逸
し
た
の
か
、
な

ど
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
う

何
年
も
続
く
と
、
地
球
温
暖

化
の
せ
い
か
、
な
ど
と
要
ら

ぬ
心
配
を
し
て
し
ま
う
。
今

の
と
こ
ろ
、
こ
の
温
泉
地
に

出
掛
け
れ
ば
、
大
合
唱
ほ
ど

で
は
な
い
が
ヒ
グ
ラ
シ
の
鳴

き
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

そ
こ
そ
こ
は
満
足
し
て
帰
っ

て
く
る
。
し
か
し
、
い
つ
か

は
も
う
一
度
、
あ
の
大
合
唱

を
聞
き
な
が
ら
、
ノ
ン
ビ
リ

と
本
で
も
読
ん
で
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

千葉県
柏市医師会報
第058号より

て
が
の
も
り
の

く
ま
せ
ん
せ
い

志
賀
　
　
元

長野県
長野医報
第693号より

オ
ペ
ラ
と
私

五
野
ひ
か
り

宮城県
仙台市医師会報
No.662より

ヒ
グ
ラ
シ

真
野
　
　
浩

士
の
歌
」
や
「
ハ
バ
ネ
ラ
」

な
ど
有
名
な
曲
が
た
く
さ
ん

出
て
き
ま
す
。
リ
ズ
ミ
カ
ル

で
情
熱
的
な
音
楽
は
誰
を
も

魅
了
す
る
と
思
い
ま
す
。

声
を
出
す
こ
と
は
肺
活
量

を
増
や
し
、
肺
の
健
康
の
た

め
に
も
良
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
曲
を

暗
譜
す
る
こ
と
は
年
々
減
り

続
け
て
い
る
わ
が
脳
細
胞
を

叱し

っ

た

げ

き

れ

い

咤
激
励
し
て
の
作
業
で
あ

る
の
で
、
認
知
症
の
予
防
に

も
な
る
と
ひ
そ
か
に
思
っ
て

い
ま
す
。

オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
を
一
曲

歌
う
と
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル

を
全
力
疾
走
し
た
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
す
。
華
や
か
な
舞

台
を
支
え
る
の
は
、
ア
ス
リ

ー
ト
の
よ
う
な
ス
ト
イ
ッ
ク

な
訓
練
の
積
み
重
ね
と
思
い

ま
す
。
私
も
筋
ト
レ
を
し
な

が
ら
、
息
を
出
す
と
い
う
作

業
を
地
道
に
続
け
て
、
ま
た

そ
の
曲
が
オ
ペ
ラ
の
中
で
ど

の
よ
う
な
場
面
で
、
ど
の
よ

う
な
感
情
で
歌
わ
れ
る
の

か
、
少
し
ず
つ
勉
強
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

�

（
一
部
省
略
）



日 医 ニ ュ ー ス 第1414号（8）令和2年8月5日〔第3種郵便物認可〕

知って欲しい 新型コロナウイルス感染症の影響により
                経営が悪化している医療機関が利用できる補助制度、融資制度

Ⅰ．医療機関・医療従事者への交付金

1．新型コロナに係る空床確保の補助（確保病床及び休止病床）
新型コロナウイルス感染症患者受け入れのため病床を確保し、空床・休床が生じた
医療機関が対象。重点医療機関・協力医療機関では、空床及び休床1床当たりICU病
床30.1万円／日、HCU病床21.1万円／日、その他病床5.2万円／日（療養病床の休止
は1.6万円／日）を上限として補助されます。
重点医療機関とは新型コロナ患者専用の病院や病棟を設定する医療機関、協力医療
機関とは新型コロナ疑い患者専用の個室病床を設定する医療機関で、いずれも都道府
県が指定した医療機関です。
上記以外の医療機関では、空床及び休床1床当たりICU病床9.7万円／日、重症者・
中等症者病床4.1万円／日、その他病床1.6万円／日を上限として補助されます。
なお、上記の他、重点医療機関等に対する設備整備の補助もあります。

2．新型コロナ疑い患者を診療する救急・周産期・小児医療機関への支援金
新型コロナウイルス感染症を疑う患者を診療する救急・周産期・小児医療機関とし
て都道府県に登録された医療機関が対象。支援金の対象となる費用は、感染拡大防止
対策や診療体制確保等に要する費用で、令和2年4月1日から令和3年3月31日までの
実費が対象です。実費ですので概算で申請した場合は事後に精算が必要となります。
補助上限額は病床規模によって異なり、100床の場合3,000万円で、100床毎に1,000
万円加算。更に新型コロナ患者の入院を受け入れた場合は1,000万円加算されます。
なお、これらの医療機関には上記の他に設備整備の補助もあります。

 以上の照会先  各都道府県の窓口

3．新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金（非課税）
医療機関で患者に接する医療従事者や職員が対象。受付や清掃等の委託業者の職員
も含まれます。個人に対する慰労金ですが、申請は医療機関から行います。
給付額は、都道府県から役割を設定された医療機関等に勤務し、患者と接する医療
従事者や職員は、当該医療機関で実際に新型コロナ受け入れがあった場合は原則20
万円、受け入れがなかった場合は10万円。都道府県から役割を設定されていない医
療機関等に勤務し患者と接する医療従事者や職員は原則5万円です。
定められた対象期間内に10日以上（勤務時間を問わず）勤務した実績が必要です。
なお「患者と接する」には新型コロナ以外の患者への対応も含みます。

4．地域医療の確保に必要な診療を継続する医療機関への支援
院内での感染拡大を防ぐための取り組みを行いながら、地域で必要な医療提供を継
続する医療機関が対象。保険医療機関が広く対象になります。
補助対象費用は、感染拡大防止対策に要する費用に限られず、院内での感染拡大を
防ぎながら地域で求められる医療を提供するための診療体制確保等に要する費用につ
いて幅広く対象となります（ただし通常の人件費は除く）。令和2年4月1日から令和
3年3月31日までの実費が対象です。
補助額は、病院200万円＋5万円×病床数、有床診療所200万円、無床診療所100万
円が上限です。実費ですので概算で申請した場合は事後に精算が必要になります。
なお、上記2の支援金と重複して補助を受けることはできません。

 以上の照会先   新型コロナ緊急包括支援交付金コールセンター　03-3595-3317 
（平日 9：30～ 18：00、電話番号は7月21日時点）

Ⅱ．幅広い業種が対象となる補助

1．家賃支援給付金（経済産業省所管）
地代または家賃の一部を支援する制度。5月から12月までのどこか1カ月の売上高
が前年同月比50％以上減少、または連続3カ月の売上の合計が前年同期比30%以上減
少した中堅・中小事業者等が対象です。医療法人や個人事業者も含まれます。

給付額は、法人の場合、月額賃料の最大3分の2（上限100万円／月）を6カ月分（上
限600万円）、個人事業者はその半額（上限300万円）です。
 照会先   家賃支援給付金コールセンター　0120-653-930 

（平日・土日祝日 8：30～ 19：00）

2．持続化給付金（経済産業省所管）
売上高が前年同月比50%以上減少した中堅・中小事業者等が対象。医療法人や個

人事業者も含まれます。給付額は、法人200万円、個人事業者100万円、ただし昨年
1年間の売上からの売上減少分が上限です。
 照会先   持続化給付金事業コールセンター　0120-115-570 

（7月～ 12月土曜日を除く 8：30～ 19：00）

3．雇用調整助成金の特例措置（厚生労働省所管）
従業員を休ませて休業手当を支払った場合の助成。1カ月の売上高などが前年同月

比5％以上減少している事業者が対象で、経営者と労働組合（または労働者代表）で
休業の時期や対象者、休業手当等について協定を結び、それに基づき休業手当を支払
うことなどが必要です。
1人1日当たり15,000円を上限に、休業手当の3分の2から最大10分の10が支給さ

れます（4月1日から9月30日までの特例）。
 照会先  所在地の都道府県労働局またはハローワーク

4．IT導入補助金（経済産業省所管）
ITツールの導入による業務効率化を支援する補助金。あらかじめ採択された一定

のITツールの導入費用が対象で、補助額は30～ 450万円、補助率は通常2分の1から
最大4分の3です。活用例として電子カルテシステムの導入などが想定されます。
 照会先   サービス等生産性向上IT導入支援事業コールセンター　0570-666-424 

（平日 9：30～ 17：30）

Ⅲ．融資

1．福祉医療機構の融資
前年同期比較で減収または利用者が減少している医療機関が対象。
病院は3億円まで無担保で1億円まで5年間無利子、診療所は4,000万円まで無担保

かつ5年間無利子です。
償還期間は15年以内、うち元本返済猶予の据置期間は5年以内です。
更に新型コロナウイルス感染症対応を行う医療機関、政策医療を担う医療機関には

無担保・無利子枠の優遇があります。
既往の借入れについても、返済猶予の相談に応じています。
なお、融資には所定の審査があります（以下同じ）。

 照会先   福祉医療機構 医療貸付専用ご相談フリーダイヤル　0120-343-863 
（平日 9：00～ 17：00）

2．日本政策金融公庫の融資
日本政策金融公庫（国民生活事業）でも実質無利子・無担保で融資があります。実

質無利子とは一旦利子を支払った後に利子補給金で補てんされることです。
従業員数や売上減少率などの要件に該当すれば、当初3年間、4,000万円まで実質

無利子となります。既往の借入れの借換えも対象に含まれます。
他にも、再建に取り組む中小企業等のための資本性劣後ローンというものもありま

すが、長期かつ期限一括返済でその間利息がかかります。
 照会先   日本政策金融公庫 事業資金相談ダイヤル　0120-154-505 

（平日 9：00～ 17：00／個人企業・小規模企業等 9：00～ 19：00）

3．信用保証協会の保証
信用保証協会の保証を受けて金融機関から融資を受ける際、通常の保証枠（最大

2.8億円）とは別枠の保証枠が設けられています。
売上高が前年同月比で5％以上減少の場合、借入債務の80％が保証されます（セー

フティネット保証5号で最大2.8億円）。売上15％以上減少の場合は100％保証されま
す（危機関連保証で最大2.8億円、売上20％以上減少の場合はセーフティネット保証
4号と危機関連保証で最大5.6億円）。
 照会先  最寄りの信用保証協会

4．民間金融機関を通じた信用保証付き融資
上記3の保証（別枠分）の認定を受けた方は、民間金融機関を通じた信用保証付き

融資（都道府県の制度融資）において、保証料と利子が優遇されます。従業員数や売
上減少率などの要件により、例えば売上が5％以上減少した従業員5名以下の個人事
業者は、保証料無料、3年間実質無利子となります。
融資上限額は4,000万円、融資期間は10年以内、うち元本据置期間は最大5年、担

保は不要です。
 照会先  中小企業金融相談窓口　0570-783-183（平日、休日 9：00～ 19：00）

Ⅰ．医療機関・医療従事者への交付金
1．新型コロナに係る空床確保の補助
2．新型コロナ疑い患者を診療する救急・周産期・小児医療機関への支援金
3．新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金
4．地域医療の確保に必要な診療を継続する医療機関への支援

Ⅱ．幅広い業種が対象となる補助
1．家賃支援給付金
2．持続化給付金
3．雇用調整助成金の特例措置
4．IT導入補助金

Ⅲ．融資
1．福祉医療機構の融資
2．日本政策金融公庫の融資
3．信用保証協会の保証
4．民間金融機関を通じた信用保証付き融資
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